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第１章 工事概要 

1.1  

工事名称 苫小牧船舶通航信号所ほか１箇所機器改良改修工事 

1.2  

施工場所 (1) 苫小牧船舶通航信号所（苫小牧海上保安署内） 

 北海道苫小牧市港町１－６－１５ 

① 苫小牧信号所 

   北海道苫小牧市港町１－１ 

② 勇払信号所 

   北海道苫小牧市  

(2)小樽船舶通航信号所(第一管区海上保安本部内) 

北海道小樽市港町５－２ 

1.3                                                                                          

履行期限  令和８年３月２５日 

1.4 

工事概要 

 

 

(1) 苫小牧船舶通航信号所 

・ＡＩＳ運用卓換装           1 式 

・無停電電源装置換装          1 式 

・試験調整               1 式 

① 苫小牧信号所  

 ・ＡＩＳ陸上局装置換装         1 式 

 ・起動用蓄電池換装           1 式 

 ・試験調整               1 式 

② 勇払信号所 

 ・起動用蓄電池換装           1 式 

(2)小樽船舶通航信号所 

・ＡＩＳ解析装置整備             1 式        

・試験調整               1 式 

1.5  

管理事務所等 (1)管理事務所 

＜苫小牧船舶通航信号所＞ 

事務所名：室蘭海上保安部交通課 

所在地 ：北海道室蘭市入江町１－１３ 

ＴＥＬ ：０１４３－２３－３１３３ 

＜小樽船舶通航信号所＞ 

   事務所名：第一管区海上保安本部交通部航行安全課 

   所在地 ：北海道小樽市港町５－２ 

   ＴＥＬ ：０１３４－２３－０１１８ 

 



(2)仕様書等に関する問い合わせ先 

   事務所名 ：第一管区海上保安本部交通部整備課 

   所在地  ：北海道小樽市港町５－２ 

   ＴＥＬ  ：０１３４－２３－０１１８  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



第２章 一般共通事項 

2.1  

適用事項 工事実施に際しては、設計図書に従い施工する。 

2.2  

設計図書 設計図書とは、図面及び仕様書（現場説明及び現場説明に対する

質問回答書を含む。）をいう。 

2.3  

疑義に対する

協議 

 設計図書に明記のない場合又は疑いを生じた場合は、監督職員と

協議する。 

2.4  

現場の納まり

などの関係に

よる協議 

 現場の納まり、取り合いなどの関係で、設計図書によることが

困難又は不都合な場合は、監督職員と協議する。 

2.5  

官公署その他

への手続き 

(1) 港則法適用海域において海上工事を施工する場合、「工事許
可申請書」を管轄する海上保安部署へ提出し許可を受ける。 

(2)  本工事において、交通船を使用する場合は、海上運送法の適

用がなされた船舶、または、「自己の用に供する運送」として海

上運送法の適用を要しない船舶とする。 

(3)  この他に工事の施工に必要な官公署その他の関係機関への 

手続は速やかに実施する。 

2.6  

現場代理人及

び主任技術者 

(1) 現場代理人及び主任技術者とは、工事請負契約書に規定する

現場代理人及び主任技術者をいう。 

(2) 現場代理人及び主任技術者は、経歴書を監督職員に提出す

る。 

2.7  

工事現場の安

全衛生管理 

(1) 工事現場の安全衛生に関する管理は、現場代理人が責任者と

なり、関係法令に従いこれを行う。 

(2) 工事現場において、常に整理整頓を行い、特に危険箇所の点

検を行うなど事故の防止に努める。 

2.8  

災害及び公害

の防止 

工事施工に伴う災害の防止は、関係法令に従い適切に処理する

とともに、次の事項を守らなければならない。 

(1) 第三者に災害を及ぼしてはならない。 

(2) 公害の防止に努める。 

(3) 善良な管理者の注意をもってしても、災害又は、公害   

の発生する恐れがある場合の処置については、監督職員と協議

する。 

 



2.9  

臨機の処置 災害又は、公害が発生した場合は、速やかに適切な処置をとり、

直ちにその経緯を監督職員に報告する。 

2.10  

養生 在来部分、施工済み部分、未使用材料などで汚染又は、損傷の恐

れのあるものは、適正な方法で養生を行う。 

2.11  

実施工程表  契約後、速やかに実施工程表を作成し、監督職員の承諾を受け

る。 

2.12  

施工計画書 監督職員の指示により、施工計画書の作成を求められたときは、

速やかに作成し、監督職員に提出し、承諾を受ける。 

2.13  

施工図、原寸

図、見本等 

施工図、原寸図、見本等は、必要に応じて速やかに監督職員に提

出し、承諾を受ける。 

2.14  

職方への指示 実施工程表、施工計画書、施工図、原寸図、見本等は関係する職

方に周知徹底させる。 

2.15  

材料 (1) 材料は新品とし、監督職員の検査を受けて合格したもの又

は、2.17(2)により使用承諾を受けたものとする。 

(2) 材料の品質が明示されていない場合は、均衡を得た品質のも

のとする。設計図書により「JIS（日本産業規格）の規格品」と

指定された材料は JIS マークの表示のあるもの又は、JIS の規

格証明書の添付されたものとする。 

(3) 調合を要する材料は、調合表を監督職員に提出し、承諾を受

ける。 

2.16  

材料搬入の報

告 

材料の搬入ごとに、その材料が設計図書に定められた条件に適

合することを確認し、必要に応じ証明となる資料を添えて、監督

職員に報告する。 

2.17  

材料の検査 (1) 監督職員の検査は、材料種別ごとに行う。ただし、簡易な材

料については、検査を省略することができる。 

(2) 合格した材料と同じ種別の材料は、監督職員が特に指示する

材料を除き、以後の使用を承諾されたものとする。 

2.18  

材料検査に伴

う試験 

(1) 試験は、次の場合に行う。 

(a) 設計図書に定められた場合。 

(b) 試験によらなければ、設計図書に定められた条件に適合す



ることが証明できない場合。 

(2) 供試体は、監督職員の承諾を受けて製作する。 

(3) 試験は、公的試験所、その他の試験所、工事現場など適正な

場所で行うものとし、その決定にあたっては、監督職員の承諾

を受ける。 

(4) 試験を完了したときは、その試験成績書を速やかに監督職員

に提出する。 

2.19  

施工 施工は、設計図書及び監督職員の承諾を受けた実施工程表、施工

計画書、施工図、原寸図などに従って行う。 

2.20  

技能士 技能士は、職業能力開発促進法による一級技能士又は単一等級

の資格を有する者とし、資格を証明する資料を監督職員に提示す

る。 

2.21  

施工の検査 監督職員の検査は、次の場合に行う。ただし、これによることが

困難な場合は、別に指示する。 

(1) 設計図書に定められた場合 

(2) 監督職員の指示した工程に達した場合 

2.22  

施工の立会い 施工の立会いは、次の場合に行う。 

(1) 設計図書に定められた場合 

(2) 監督職員が特に指示する場合 

(3) 監督職員等の工事発注者側が現場立会いに交通船が必要な

場合は、2.5(2)の届出をしている船舶を使用する。 

2.23  

施工に伴う試

験 

施工に伴う試験は、次の場合に行う。 

(1) 設計図書に定められた場合 

(2) 試験によらなければ、設計図書に定められた条件に適合する

ことが証明できない場合 

2.24  

後片付け 工事完成に際しては、建築物の内外の後片付け及び清掃を行う。 

2.25  

工事報告 工事の進捗、材料の搬入・搬出、作業員の作業、気象条件などを

記載した報告書を、原則として、毎週作成し、監督職員に提出す

る。 

2.26  

工事写真 (1) 工事工程写真及び完成写真の撮影及び写真の整理方法等詳

細は「工事写真の撮り方」（国土交通省大臣官房官庁営繕部監

修）による。 



(2) 工事写真の撮影用具は、デジタルカメラとする。 

なお、使用するカメラ仕様は「工事写真の撮り方」による。 

(3) 工事工程写真及び完成写真は、原則として、各１部ずつ監督

職員に提出する。 

2.27  

竣工検査 (1) 現場代理人は、竣工検査に立ち会い、検査又は試験の結果、 

当該目的物が完成されていない場合は、検査職員の指示に従 

い、請負人の負担において適切な措置を講じなければならな 

い。 

(2) 検査職員等の工事発注者側が現場検査に交通船等が必要な

場合は 2.5(2)の届出をしている船舶とする。 

2.28  

官給品 官給品について、現場代理人又は主任技術者は次の措置を行う。 

(1) 官給品の引き渡しを受ける際には、事前にその旨を関係する

施設管理者へ連絡する。 

(2) 官給品の引き渡しを受ける際には現場に立会い、品目及び受

領数量を明らかにした「物品受領通知書」を監督職員に提出す

る。 

(3) 官給品の保管場所及び保管方法について監督職員より指示

を受けた場合には、必要な措置を講ずる。 

(4) 官給品の使用が終了した際には、品目、使用数量及び残余数

量を明らかにした「官給品物品精算書」を監督職員に提出する。 

2.29  

撤去品 撤去品について、現場代理人又は主任技術者は次の措置を行

う。 

(1) 撤去品の保管場所及び保管方法について監督職員より指示 

を受けた場合には、必要な措置を講ずる。 

(2) 撤去品の引き渡しを行う際には、事前にその旨を関係する施

設管理者へ連絡する。 

(3) 撤去品を引き渡す際には現場に立会い、品目及び数量を明ら

かにした「撤去品等発生通知書」（請負業者で保管する期間があ

る場合は「預かり書」も含む。）を監督職員に提出する。 

2.30  

発生材の処理  監督職員が特に指示するものを除き、発生材はすべて構外に搬

出し、請負業者の責任において関係法令等に従い適切に処分する。 

2.31  

非常の処置 (1) 工事の施工において、当庁の業務に支障をきたしてはならな

い。 

(2) 工事施工のため、やむを得ず当庁の業務に支障をきたす恐れ

のある場合は、必ず事前に監督職員に連絡し、その指示を得て



施工する。 

2.32  

異常現象への

対応 

 請負者は、施工中における異常現象等に対する安全確保のため、

次に示す事項など必要な措置を講じる。 

(1) 天災等に対しては、天気予報等に注意を払い、常に災害を最

小限に食い止めるための防災体制を確立しておく。 

(2) 作業時に危険を予知した場合は、直ちに作業を中止し、作業

員を安全な場所に避難させる。 

(3) 災害及び事故が発生した場合は、人命の安全確保を優先する

とともに、二次災害の防止に努め、その経緯を監督職員に報告

する。 

2.33 

秘密の保持 

 

本業務で知り得た保護すべき情報（契約を履行する一環として

契約相手方が収集、整理、作成等した情報であって、担当原課が保

護を要さないことを同意していない一切の情報をいう。以下同

じ。）を適切に管理するため、次の履行体制を確保するとともに、

担当原課に対し、「情報保全に係る履行体制に関する資料等」（別

紙様式 1及び２）を提出し、同意を得るものとする。 

また、これらに記載した情報に変更がある場合は、改めて担当原

課の同意を得るものとする。 

（受注後、確保すべき履行体制） 

(1) 本業務で知り得た保護すべき情報は、情報取扱者名簿に記載

のある情報取扱者以外に伝達又は漏洩されないことを保証する

履行体制を有しているものとする。 

(2) 担当原課が同意した場合を除き、契約の相手方に係る親会社、 

地域統括会社、ブランド・ライセンサー、フランチャイザー、コ

ンサルタントその他の契約相手方に対して指導、監督、業務支援、

助言、監査等行う者を含む一切の契約相手方以外の者に対して伝

達又は漏洩されないことを保証する履行体制を有しているもの

とする。 

(3) 本業務で知り得た保護すべき情報について、情報取扱者以外

の者に開示又は漏洩してはならない。 

2.34  

安全対策 第一管区海上保安本部が運用している海の安全情報・緊急情報

の配信サービス等を活用し、津波、気象及び海上の各警報等につ

いて、迅速な情報入手に努める。 

 （参考：海の安全情報・緊急情報の配信サービス 配信登録ページ） 

 https://www7.kaiho.mlit.go.jp/micsmail/reg/touroku.html 



 

     

ＰＣ・スマートホン            

 ※迷惑メール対策機能をご利用中の方は、ドメイン指定受信設

定に「mics.kaiho.mlit.go.jp」を追加してください。 

  



第３章 特記事項 

 

 本仕様書に記載されていない事項や詳細については、工事一般共通事項又は、国土

交通省大臣官房官庁営繕部監修「公共建築工事標準仕様書（建築工事編）」「公共建築

改修工事標準仕様書（建築工事編）」「公共建築工事標準仕様書（電気設備工事編）」

「公共建築改修工事標準仕様書（電気設備工事編）」によるものとする。 

 

3.1 

一般事項 

 

(1)   当庁施設の鍵を借用する必要がある場合、管理事務所に借用 

書を提出し、所定の手続きを行ったのち入退出を行う。 

(2)   本工事の業務休止は必要最小限とし、事前にその施工手順書

を作成し、監督職員に提示の上、承諾を得る。 

(3)  本装置に必要なＩＰアドレス等は別途指示する。 

(4)   撤去品の廃棄処分は、指示あるものを除き、請負者の責任にお

いて適法処分とし、マニュフェスト等の処分を確認出来る書面

を監督職員に提出する。 

3.2  

機器換装・試験

調整 

(1)  本工事は苫小牧船舶通航信号所に適用する。 

(2)  支給品、引渡し時期及び場所については次のとおりとする。 

① 支給品 ： ＡＩＳ運用卓（OIX-9E）  1 台 

       ： 無停電電源装置（3KVA）  1 台 

      ： ルーター（AT-AR1050）   1 個 

② 引渡し時期  本工事契約以降 

③ 引渡し場所  施工場所 

(3)  機器換装 

    ① 図示のとおり、ＡＩＳ運用卓を設置する。なお、ＬＣＤモニ

ターは既設のスタンドアームに、本体ＰＣは既設 19 インチラ

ック内に整然と設置する。また、ルーターはＡＩＳ用ルーター

収納盤内に強力マグネットシートで固定し、当該収納盤はホー

クアンカー(M8*60 SUS)4 組で設置する。 

 ② 図示のとおり、無停電電源装置を換装する。なお、バッテリ

ーはあらかじめ充電を行い、満充電の状態とする。当該装置設

置及び配線完了後、運転状態、出入力状態、及びバッテリー状

態の確認、並びに時刻設定を行う。 

③ 機器等の撤去の際は既設機器・ケーブル等に損傷を与えない

よう十分に留意する。撤去後の壁面、床面等の補修を行う。 

(4)  試験調整 

単体試験、接続試験及び総合試験調整を行い、装置単体及びシ

ステム全体の機能・性能を十分に満足することを確認し、支給す



るルーターの設定を行う。 

① 単体試験調整 

(a) 装置を起動し、ハードウェアが正常に起動することを確認

する。 

(b) ＡＩＳ情報管理装置、気象データ処理装置及びＡＩＳ解析

装置ＮＡＳ向けのネットワーク経路設定を実施する。 

(c) ＡＩＳ情報管理装置、気象データ処理装置及びＡＩＳ解析

装置ＮＡＳとの疎通を確認する。 

(d) 貸与する最新電子海図及び潮流データをインストールす

る。 

② 接続試験調整 

(a) ＡＩＳ情報管理装置が配信するＡＩＳデータを受信し、広

域監視画面上に船舶マークの表示に異常がないことを確認

する。 

(b) ＡＩＳ運用卓から宛先指定送信と受信証確認を官側に依

頼し、ＡＩＳ運用卓のメッセージ送信機能の正常動作を確認

する。 

(c) クラスＡ船舶に対する船名確認（AIR）機能の正常動作を確

認する。 

(d) クラスＡ船舶に対する送信命令（ASN）機能の正常動作を確

認する。 

(e) 受信間隔監視機能によりクラスＢ船舶に対する VDM23 送信

機能の正常動作を確認する。 

(f) 走錨監視のエリア設定を受信間隔監視機能に移植し、その

動作を確認する。 

   また、必要に応じて輻輳海域の送信間隔のエリアを設定し

てその動作を確認する。 

(g) ＡＩＳ解析装置から航跡モデルを取得し、装置内の航跡モ

デルファイルが更新されることを確認する。 

③ 総合試験調整 

(a) 既設装置の設定情報を移植する。 

(b) ＡＩＳ－ＳＡＲＴ、ＡＩＳ－ＭＯＢ、ＡＩＳ－ＥＰＩＲＢ

受信時の動作を官側と再確認し、認識の一致を図る。 

(c) 接近監視、走錨監視、送信命令に用いられるＡＳＮ電文ソ

フト報告を採用する。 

(d) 回頭率表示動作の設定項目を官側に説明し、設定内容につ

いて認識の一致を図る。 

(e) 針路表示動作の設定項目を官側に説明し、設定内容につい

て認識の一致を図る。 



(f) 操船注意検出の算出地点と設定項目について官側に説明

し、それぞれの認識の一致を図る。 

(g) ＡＩＳ情報管理装置との時刻同期の正常動作を確認する。 

(h) ログ出力設定と収集設定の関係を確認し、適切に設定す

る。 

   (i) その他、必要な設定項目について官側との共通認識を図る。 

④ 機器操作説明 

(a) 機器操作説明は２回実施する。特に操船注意検出機能につ

いては詳細な説明を行う。 

(b) 説明を行うに当たり、使用する説明資料を準備する。 

⑤ その他 

(a) 試験調整完了後のシステムバックアップを正副取得し、そ

の媒体を納品する。 

(b) 試験調整完了後のインストール媒体を作成し、その媒体を

納品する。 

(c) 各工程における写真を撮影する。 

3.3  

機器換装・試験

調整 

(1)  本工事は苫小牧信号所に適用する。 

(2)  支給品、引渡し時期及び場所については次のとおりとする。 

① 支給品  ： ＡＩＳ陸上局装置（CIV-23C）  1 台 

       ： ＶＨＦ及びＧＰＳ空中線    各 2 個  

       ： 蓄電池（REH40-12）       1 台 

② 引渡し時期  本工事契約以降 

③ 引渡し場所  施工場所 

(3) ＡＩＳ陸上局装置付属のチャンネルベースを用いて水平且つ

堅固に、ホークアンカー(M12*100 SUS)６組及び既設ストラクチ

ャーにより設置する。また、既設ルーター及びメディアコンバー

ターはＡＩＳ用ルーター収納盤内に図示のとおり設置し、ケー

ブルはラック内配線とする。 

 ＡＩＳ陸上局装置用のＶＨＦ及びＧＰＳ空中線は図示のとお

り支給品と交換する。 

(4)  自家発電装置の起動用蓄電池を換装する。なお、蓄電池用の               

ケーブルは既設ケーブルを再使用し、設置及び配線完了後、自家

発電装置の起動試験を実施し、良好に起動することを確認する。 

(5) 機器等の撤去の際は既設機器・ケーブル等に損傷を与えない

よう十分に留意する。撤去後の壁面、床面等の補修を行う。 

(6)  試験調整 

   単体試験及び無線測定、ＡＩＳ陸上局装置とＡＩＳ情報管理

装置との対向試験を行い、装置単体及びシステム全体の機能・性

能が正常であることを確認し、支給するルーターの設定を行う。 



① 単体試験調整 

   下記項目の単体試験調整を実施する。なお、(a)～(c)は電源

を入れる前に確認する。 

  (a)  パネル・ユニット組み込み、内部配線の確認 

  (b)  各部電源電圧及び設定の確認 

  (c)  外部との配線確認 

  (d)  ＡＩＳ送受信部系切換 

  (e)  電源部切換 

  (f)  ＡＩＳ送受信部警報 

  (g)  電源部警報 

  (h)  ルーター監視 

   ② 無線測定 

           ＡＩＳ送受信部１系、ＡＩＳ送受信部２系それぞれについて

下記項目を測定する。なお、測定に必要な測定器類は官側が準

備する。 

(a)  空中線電力 

   (b)  周波数偏差 

   (c)  占有周波数帯幅 

   (d)  スプリアス発射の強度（帯域外領域、スプリアス領域） 

③ 対向試験調整 

  ＡＩＳ情報管理装置に対して下記項目の対向試験調整を実

施する。 

【ＡＩＳ情報管理装置からの操作に対するＡＩＳ陸上局装置

の確認】 

ＡＩＳ情報管理装置から下記項目の遠隔操作を実施し、ＡＩ

Ｓ陸上局装置に反映されることを確認する。なお、ＡＩＳ情報

管理装置側での遠隔操作は官側にて対応する。 

    (a)  ＡＩＳ送受信部系切換 

    (b)  電源部系切換 

    (c)  切換制御部再起動 

    (d)  ＡＩＳ送受信部１及び２の再起動 

     【ＡＩＳ陸上局装置からの操作に対するＡＩＳ情報管理装置

の確認】  

        ＡＩＳ陸上局装置から下記事項の操作を実施し、ＡＩＳ情報

管理装置に反映されていることを確認する。なお、ＡＩＳ情報

管理装置側での表示確認は官側にて対応する。 

    (a)  ＡＩＳ送受信部系切換 

    (b)  電源部系切換 

    (c)  ＡＩＳ送受信部警報 

    (d)  電源部警報 



   ④ 機器操作説明 

        試験調整終了後、機能、操作及び障害発生時の対応等に関

する機器操作説明を苫小牧信号所で２回実施する。 

      (a)  装置の概要及び系統説明 

   (b)   運用及び保守に関する説明 

        (c)  機器装置説明に使用する説明資料を準備する。また、

測定器類は官側が準備する。 

   ⑤ その他 

  (a)  試験調整完了後、設定情報などのバックアップデータ

を作成し、保守端末に保存する。また、媒体等にも記録し

納品する。 

  (b)  各工程における写真を撮影する。 

3.4  

機器換装 (1) 本工事は勇払信号所に適用する。 

(2) 支給品、引渡し時期及び場所については次のとおりとする。 

① 支給品 ：    蓄電池（REH40-12）   1 台 

 ② 引渡し時期  本工事契約以降 

③ 引渡し場所  施工場所 

(3) 自家発電装置の起動用蓄電池を換装する。なお、蓄電池用の ケ

ーブルは既設ケーブルを再使用し、設置及び配線完了後、自家発

電装置の起動試験を実施し、良好に起動することを確認する。 

3.5 

 機器換装・試験

調整 

  

(1)  本工事は小樽船舶通航信号所に適用する。 

(2)  支給品、引渡し時期及び場所については次のとおりとする。 

① 支給品 ：    ＡＩＳ解析装置     1 台 

         （処理部２台、共有ディスク２台） 

② 引渡し時期  本工事契約以降 

③ 引渡し場所  施工場所 

(3)  機器換装 

   ① 図示のとおり、ＡＩＳ運用卓のＬＣＤモニターはスタンド

アームに、処理部（２台）及び共有ディスク(２台)はＡＩＳモ

ニターディスク下にＰＣ収納箱に収納し整然と設置する。 

② 図示のとおり、気象データ処理装置のモニターを当該ディ

スク上に、ＰＣ本体は当該ディスク下に監督職員が指示する

場所に設置する。 

③ 図示のとおり、陸上局操作装置のＬＣＤモニターは当該デ

ィスク上に、ＰＣ本体は当該ディスク下に監督職員が指示す

る場所に設置する。 

④ 鋼製ラック等撤去の際は既設機器・ケーブル等に損傷を与

えないよう十分に留意する。撤去後の壁面、床面等の補修を行



う。 

(4)  試験調整 

単体試験、接続試験及び総合試験調整を行い、装置単体及びシ

ステム全体の機能・性能を十分に満足することを確認する。 

① 単体試験調整 

(a) 装置を起動し、ハードウェアが正常に起動することを確

認する。 

  (b) ＡＩＳ情報管理装置、ＡＩＳ解析装置ＮＡＳ及びＡＩＳ

運用卓向けのネットワーク経路設定を実施する。 

(c) ＡＩＳ情報管理装置、ＡＩＳ解析装置ＮＡＳ及びＡＩＳ

運用卓との疎通を確認する。 

  (d) 貸与する最新電子海図及び潮流データをインストール

する。 

② 接続試験調整 

      (a)  ＡＩＳ情報管理装置から配信するＡＩＳデータを受信

し、広域監視画面上に船舶マークの表示に異常がないこと

を確認する。 

   (b) 捕捉船舶の予測航路及びあらかじめ設定したラインの通

過予測時刻が表示されることを確認する。  

   (c) 航跡モデルの自動作成時刻を官側と調整し設定する。ま

た設定後にその正常動作を確認する。 

   (d) 航跡モデルがＡＩＳ解析装置のＮＡＳにコピーされるこ

とを確認する。 

   (e) ＡＩＳ運用卓からＮＡＳに保存されている航跡モデルに

ついて入手が可能であることを確認する。 

③ 総合試験調整 

(a) 航跡モデルの検出設定項目について官側に説明し、検出

設定について認識一致を図る。 

(b) 航跡モデルの検出設定は、小樽船舶通航信号所向けと苫

小牧船舶通航信号所向けの２拠点分を設定する。 

  (c) 検出設定に基づき各拠点向けの航跡モデルが正常に作

成されることを確認する。 

  (d) ＡＩＳ解析装置本体に時刻同期の設定をし、ＡＩＳ情報

管理装置との時刻同期の正常動作を確認する。 

  (e) ＡＩＳ解析装置共有ディスクにＡＩＳ情報管理装置の設

定を行う。 

(f) ログ出力設定と収集設定の関係を確認し、適切に設定す

る。 

(g) その他、必要な設定項目について官側との共通認識を図

る。 



④ 機器操作説明 

  (a) 機器操作説明は２回実施する。 

(b) 説明を行うに当たり、使用する説明資料を準備する。 

⑤ その他 

  (a) 試験調整完了後のシステムバックアップを正副取得し、

その媒体を納品する。 

(b) 試験調整完了後のインストール媒体を作成し、その媒体

を納品する。 

        (c) 各工程における写真を撮影する。 

 



〔別紙様式 1〕 

1 
 

情報保全に係る履行体制に関する資料 

① 情報取扱者名簿 ※情報取扱者は本業務の遂行のために最低限必要な範囲の者とすること。（兼任可） 

 氏名 住所 生年月日 所属部署 役職 

情報管理責任者

（※１） 

Ａ      

情報取扱管理者

（※２） 

Ｂ      

Ｃ      

業務従事者 

（※３） 

Ｄ      

Ｅ      

再委託先（※4） Ｆ      

（※１）本業務における情報取扱のすべてに責任を有する者 

（※２）本業務の進捗状況などの管理を行う者で、本業務で知り得た保護すべき情報を取り扱う可能性のある者 

（※３）本業務で知り得た保護すべき情報を取り扱う可能性のある者 

（※４）本契約後に再委託先を選定する場合は、別途選定を行う際に追記して承認を得ること。 

※このほか、日本国籍以外の国籍を有する者については、国籍やパスポート番号等を別途報告するものとする。 

 

 

② 情報管理体制図（例） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※本業務の遂行にあたって、保護すべき情報を取り扱うすべての者を記載すること（再委託先も含む。）。 

 

③ その他 

・情報管理規則等の内規を有している場合で上記例を満たす情報については、当該内規の添付で代

用可能 

・情報管理規則等の内規があれば別途添付すること。 

・必要に応じ、本紙記載の内容を確認するため追加で提出を求める場合がある。 

・本資料に記載された個人情報は、情報保全の履行体制の確認のため、第一管区海上保安本部内に

おいてのみ使用する。担当原課において厳重に管理し、契約者の許可なく第三者に提供しない。 

情報取扱者 

情報管理責任者 

情報取扱管理者 

業務従事者 

再委託先 

Ａ 

Ｂ（進捗状況管理） 

Ｄ 

Ｃ（経費情報管理） 

Ｅ 

Ｆ 



   

 
〔別紙様式２〕 

秘密保全等に関する誓約書 

 貴本部からご案内いただきました「苫小牧船舶通航信号所ほか 1 箇所機器改良改修工事」にかかる「秘

密の保全に関する措置」及び「情報保全に係る履行体制の確保」について、次のとおり誓約します。 

 

記 

１「秘密の保全に関する措置」について 
⑴ 仕様書等図書の記載内容について、複写、転記、引用、配布、掲示及び処分など情報漏洩に関する

一切を禁止する。ただし、本調達に関する提出書類等に盛り込む場合は例外とし、印刷、製本等の過

程においても守秘管理を徹底する。 
⑵ 当該仕様書等図書を受領した者は、返却までの間、施錠できる場所にて適正な守秘管理を誠実に実

施する。 
⑶ 受注者確定後、受注者以外は当該様書等図書を受領した担当官あて返却する。 
⑷ 受注者は、履行終了後に３項にならい返却する。 
⑸ 本契約により作成する完成図書の取扱についても１項の禁止事項を準用する。 
⑹ 当社の本件にかかる情報管理責任者は、別添「情報取扱者名簿」に定める。 

 
２「情報保全に係る履行体制の確保」について 

⑴ 本業務で知り得た保護すべき情報は、情報取扱者名簿に記載のある情報取扱者以外に伝達又は漏洩

されないことを保証する。 
⑵ 第一管区海上保安本部交通部整備課長（以下「担当原課長」という。）が同意した場合を除き、参

加者に係る親会社、地域統括会社、ブランド・ライセンサー、フランチャイザー、コンサルタントそ

の他の参加者に対して指導、監督、業務支援、助言、監査等を行う者を含む一切の参加者以外の者に

対して伝達又は漏洩されないことを保証する履行体制を有している。 
⑶ 本業務において、情報保全に係る履行体制に変更する必要が生じた場合、担当原課長へ報告すると

ともに、担当原課長の許可が得られなければ、いかなる場合においても、情報保全に係る履行体制を

変更しない。 
 また、本業務で知り得た保護すべき情報について、情報取扱者以外の者に開示する必要が発生し

た場合、担当原課長へ報告するとともに、担当原課長の許可が得られなければ、いかなる場合にお

いても、情報を開示しない。 
⑷ 本業務で知り得た保護すべき情報を記録した資料に関する業務履行完了後における取扱い（返却・

削除等）については、担当原課長の指示に従う。 
なお、第一管区海上保安本部との契約にかかる関係書類については適切に保管するものとする。 

⑸ 本業務で知り得た保護すべき情報について、報道等での指摘も含め、漏洩等の事故や恐れが判明し

た場合については、業務の履行中・履行後を問わず、事実関係等について直ちに担当原課長へ報告す

るものとする。 
なお、報告がない場合でも、情報の漏洩等の懸念や事故等がある場合には、海上保安庁が行う報告

徴収や調査に応じます。 
 
 

第一管区海上保安本部交通部整備課長 殿 

 

令和  年  月  日 

住   所 

会 社 名                  

                 代表者氏名                印 
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【換装・支給】

4,
80

0
8,

00
0

3,
00

0

敷地平面図　S＝1/150 苫小牧信号所

工事概要

・AIS陸上局装置、VHF及びGPS空中線換装

・同軸ケーブル新替等

8,000

5,
00

0

ＧＬ

信号板（４Ｍ*2，２Ｍ*1）

【撤去】

ＶＨＦ用同軸ケーブル(10D-2V)(50m)*2

ＧＰＳ用同軸ケーブル(10D-2V)(20m)*2

テレビカメラ(WET-13D)

撮影機部

ケーブルラダー

風向風速発振器

4
3,

7
00

40
,
00

0

35
,0

00

5,
00

0

ﾚｰﾀﾞｰ空中線
避雷針

VHF及びGPS空中線　*2

GPS用空中線*2
【撤去】

VHF空中線(SL-150)　*2

GPS空中線(CCAH32ST14)　*2

ﾌﾞﾗｹｯﾄ付Ｕﾎﾞﾙﾄ(UB-401_SUS)　1個

ﾄﾘﾂｹｶﾅｸﾞ（95310205_SUS）　1個

シート（95310144_天然ゴム）　1個

取付金具（B-3-1_溶融亜鉛めっき）2個

取付ねじ（000504122_SUS）　4個

パイプ（φ42.7 l=200_SUS)　1本

【換装・支給】

【新替・調達】

【新替・調達】

【新替・調達】

20
0以

上

【換装・支給】

※１系ＶＨＦ空中線と２系ＶＨＦ空中線の離隔距離は１波長以上とし、設置位置は監督職員と協議し決定する。

Ｎ

【換装・支給】

【換装・支給】
取付金具2個　*2

アンテナマスト(40A 2.4m）)　*2

空中線取付詳細図　S＝1/15

※　アンテナマスト(40A)と既設手摺(25A)は取付金具（B-3-1　日アナ製　調達）3個で固定する。

＠1000㎜で固定する。

スーパーリールバンド(W:12.7㎜)）

※ケーブルほ縛金物は再利用する。

【新替・調達】

ＶＨＦ用同軸ケーブル(10D-SFA-L)(50m)*2

ＧＰＳ用同軸ケーブル(10D-SFA-L)(50m)*2

同軸ケーブル(10D-SFA-LITE 50m）*2

同軸ケーブル(10D-SFA-LITE 50m）*2

鉄塔
【換装・支給】



※　起動用蓄電池(REH40-12)換装

設計縮尺図名 番号葉数工事名称

苫小牧信号所

図示
令和７年度

消火設備

端 子 盤

ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ3

ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ(W300)

煙突14,
50

0

8,
00

0 電 源 室

機器配置図　S=1/30

2
00

原図：Ａ２
苫小牧船舶通航信号所ほか１箇所機器改良改修工事 ２

自家発電装置
⑨

９

LANｹｰﾌﾞﾙ（EM-UTP CAT6-4P)

⑮

230

3
,5

00

⑫ ⑬
④-2

⑭

2
30

⑥

（制御部）

②①

⑨

⑪-1

⑪

230

③-2

機 器 室

③-1⑦⑧

⑯

④-1

④-2
④-3

⑤

【既設】

⑩

ＦＬ～+2,900㎜

⑩-1
⑩-2

⑤

スチール棚

ケーブル
引込口へ

基板収納庫

AIS用光ケーブル引込口
(ラック内配線）

【新設・調達】

(ラック内配線）

【新設・調達】

（電源部）

(ラック内配線）

【新設・調達】

凡 例

：新替・新設

： 撤 去

※　指示なきは既設とする。

：新替・改修

既設

区　分 備　　考機 器 名番号 規 格

船舶通航信号装置 IEO-10B

②②

①

船舶動静監視テレビ装置 WET-13D

既設

既設

既設

船舶気象通報端局装置③-2 既設

既設

BWZ-12（回線接続部）

船舶気象通報端局装置③-1 BWZ-12（本体）

レーダー装置（送受信部）

レーダー装置（制御部）

④-1

④-2 既設

既設 19インチラックに収納

RPU-024

RTR-101AZ

19インチラックに収納

④-3 メディアコンバーター DL-841WS-BW（ﾚｰﾀﾞｰ用） 19インチラックに収納既設

⑤ ＡＩＳ陸上局装置

無停電電源装置⑥ YUMIC-SHD40A 既設

⑦ 船気通端局端子ＢＯＸ 既設

⑧ 端子箱（監視・制御用） 既設

⑨

⇒ CIV23C(570*450*2060 150㎏)

CIV-23(570*450*2060 150㎏）

TQGP 27LA ※　起動用蓄電池(REH40-12 

機 器 一 覧 表 （ 機 器 室 ）

換装・支給 ※　設置場所の変更

改修

ＡＩＳ用ルータ収納盤⑩

・DL-841WS-BM(ＩＴＶ用）
     (84*60*20）

⑪ 収納架

既設

既設

既設分電盤Ｌ

空調設備（室内機）

⑬

⑭

隔測風向風速変換器⑪-1

⑫ 機器分電盤 既設

空調設備（室外機）⑮

ﾀﾞｲｷﾝ F56XTEP-W

ﾀﾞｲｷﾝ R56XEPE2

・W-OP-(12C)(SC)

・DL-841WS-BM(IEO-10B用）

    （280*250*100）

     (84*60*20）

・DL-841WS-BM(Webカメラ用）
     (84*60*20）

⑯ 既設メディコン収納ボックス

既設

⑩-1

⑩-2

ルーター

メディアコンバーター

新設・調達

AIS用(Softbank） 既設

S-14-56(500W*140D*600H 日東) ﾎｰｸｱﾝｶｰ(M10*70 SUS）

NVR500 既設

自家発電装置

CIV-23Cへ

ケーブルラダーへ
【既設】

1
8
0

ケーブル引込金具
コネクタ(FEK-100)*4
【既設】

ＦＥＰ100φ*4
【既設】

塔屋

機器配置図　屋階平面図　ケーブル引込詳細図

避雷器詳細図

【既設】

塔 屋

【既設】

8,000

ｹｰﾌﾞﾙ引込口

DN

屋階平面図 Ｓ＝1/80

アース端子

CIV-23CへVHF_ANTへ

1
35

104

Ａ－１５０１

アース端子

CIV-23CへVHF_ANTへ

Ａ－１５０１

【新設・調達】
木台（ｱｶｼｱ集成材）

避雷器(A-1501）*2
【新設・支給】

（1系） （2系）

500150

ケーブル引込口詳細図　Ｓ＝1/20

　　　なお、新設ケーブルを引き込む際は、既設ケーブル等に損傷を与えないよう十分に留意する。

　１）新設ケーブルは、既設ケーブル引込口から布設する。

　３）既設ケーブル引込口は不乾性パテ等で雨水等が侵入ないよう適切に処理する。

　２）また、新設機器へ接続後、正常に動作していることを確認したのち既設ケーブルを撤去する。

　　その際は、新設ケーブル等に損傷を与えないよう十分に留意する。

※

避雷器詳細図 Ｓ＝1/4

EM-CE5.5sq-2C

木台（ｱｶｼｱ集成材）18t*400*300

N-P型 N-J型 N-P型 N-J型

10D-SFA-LITE *4

【新替・調達】

10D-SFA-LITE *4

3-φ5

　㈱GSユアサ製）換装・支給



設計縮尺図名 番号葉数工事名称

３令和７年度 苫小牧船舶通航信号所ほか１箇所機器改良改修工事
図示

原図：Ａ２
９

苫小牧信号所

【既設】
⑪収納架

⑪-1
隔測風向風速変換器

【既設】

ＧＬ

5
,0

00

60
0

3
,9

00
5
00

9
30

6,200

【既設】

FB4*20

450

アンカーボルト

2,
0
50

5
0

(前面）

機器据付図　S=1/20

(前面）

FB9*38

【調達】

1,
50
0

【撤去】

【新設】

ﾖｺｽﾄﾗｸﾁｬ C75*45*15*2.3

ﾀﾃｽﾄﾗｸﾁｬ C75*45*15*2.3
【既設】

【既設】

ｹｰﾌﾞﾙﾊﾙﾀｰ

FB9*38

光ﾌｧｲﾊﾞｰｹｰﾌﾞﾙ

【既設】

CIV-23(AIS)

AIS用ﾙｰﾀｰ収納盤

EM-UTP CAT6-4P
FB4*20

LANｹｰﾌﾞﾙ
【新替】

【既設】
ｹｰﾌﾞﾙﾊﾙﾀｰ

【既設】

CIV-23C(AIS)

【換装】

ﾀﾃｽﾄﾗｸﾁｬ C75*45*15*2.3
【既設】

ｹｰﾌﾞﾙﾊﾙﾀｰ

ﾖｺｽﾄﾗｸﾁｬ C75*45*15*2.3
【既設】

CIV-23C（AIS）
【換装】

ｹｰﾌﾞﾙﾊﾙﾀｰ

ｹｰﾌﾞﾙﾊﾙﾀｰ

【再使用】

【再使用】

ｹｰﾌﾞﾙﾊﾙﾀｰ
【再使用】

【再使用】

FB9*38

FB4*20

ｹｰﾌﾞﾙﾗﾀﾞｰ(ｱﾙﾐ製)

570

↑

（Ｂ矢視)

（Ａ矢視)
↓

M12*100(B12100)*6

アンカーボルト
【新設】

M12*100(B12100)*6

45
0

570

350

35
0

1
75

17
5

50
50

110 110

6-φ20

Ｂ矢視詳細図　S=1/10

※　ホークアンカーボルト(B12100))6本で設置する。

4
50

570

7575 420 75

75

（前面）
2-φ50

※　既設ストラクチャーに固定する。

Ａ矢視詳細図　S=1/10

※　設置高はＦＬ～盤芯+1,500㎜とする。

AIS用ﾙｰﾀｰ配置図　S=1/10

機器据付図　ＡＩＳ用ルーター配置図

Ａ矢視詳細図　Ｂ矢視詳細図

ルーター
NVR500

（Softbank）
メディコン



設計縮尺図名 番号葉数工事名称
図示

原図：Ａ２

勇払信号所

塔屋

煙突２

煙突１

照明柱

令和７年度 苫小牧船舶通航信号所ほか１箇所機器改良改修工事

中
央
北
埠
頭

木場公園

苫小牧共同発電高圧線

高圧線鉄塔

中央北２号

荷捌地(2)

中央北３号

荷捌地(2)

中央北４号

荷捌地(2)

中央北３号

荷捌地(1)

荷捌地(1)

中央北２号

海保勇１８２

中央北４号
荷捌地(1)

Ｎ

貯　木　場

付近案内図　S=1/3,000

４付近案内図　敷地平面図　機器配置図

勇払信号所

【施工場所】

敷地平面図　S=1/150

９

④

⑤

自家発電装置

③

⑥-2
⑥-3

⑥-1
⑥

ｹｰ
ﾌﾞ

ﾙﾗ
ｯｸ

 
W=

30
0

⑦

⑪

⑫

（制御部）（電源部）
①

⑨ ⑩

⑧ ②

3,
3
00

10
0

機器室

基板収納庫

ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ W=300

Ｅ1

8
,0

00

煙突1
(W300)

ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ

工 事 概 要

メディコン収納ボックス④

※　起動用蓄電池(REH40-12

⑥-3　→　④-3

⑥-2　→　④-2

⑥-1　→　④-1

移設

移設

移設

TQGP 16LA自家発電装置⑤

④-3

④-2

④-1

DL-841WS-BM(ITV用）メディアコンバーター

DL-841WS-BM(Webカメラ用）

DL-841WS-BM（IEO-10B用)メディアコンバーター

メディアコンバーター

機 器 一 覧 表

既設

既設

既設

区　分

②

光成端箱③

WET-13D船舶動静監視テレビ装置

規 格番号 機 器 名 備　　考

① 船舶通航信号装置 IEO-10B

ﾀﾞｲｷﾝ R56XEPE2

ﾀﾞｲｷﾝ F56XTEP-W

日東 OP20-55CA内

既設

既設

既設

既設

既設

既設

既設

既設

移設

⑩

⑪

⑫

分電盤Ｌ

空調設備（室内機）

空調設備（室外機）

機器分電盤⑨

YUMIC-SHD40A

端子盤(監視・制御用）

⑥ 収納箱

⑦ 20P×2

⑧ 無停電電源装置

メディアコンバーター

メディアコンバーター⑥-1

⑥-2

DL-841WS-BM（IEO-10B用)

DL-841WS-BM(Webカメラ用）

メディアコンバーター⑥-3 DL-841WS-BM(ITV用）

※　起動用蓄電池(REH40-12)換装

耐雷トランス

機器配置図　S=1/40

1
00

4
,5

00

端子盤
ｹｰ
ﾌ
ﾞﾙ

ﾗｯ
ｸ(
W
30

0)

ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ(W300)

電源室
改修

・起動用蓄電池換装

※　指示なきは既設とする。

：　既設機器

凡 例

：　換装、移設

　㈱GSユアサ製）換装・支給



運 用 室

設計縮尺図名 番号葉数工事名称
図示

原図：Ａ２
令和７年度

苫小牧（署）

海保苫、勇　１

16
,7

50

3
50

3
,6

00
3,
5
00

3,
50

0
2
,7
0
0

2
,6

0
0

50
0

1,
1
00

1
2,

05
0

6
,
2
4
0

西側立面図　S=1/200 断面図　S=1/200

海保苫・勇１

倉 庫

公害測定室

電 気 室

Ｙ1 Ｙ2 Ｙ3 Ｙ4

Ｚ0

Ｘ1 Ｘ2 Ｘ3 Ｘ4 Ｘ5 Ｘ6 Ｘ7 Ｘ8 Ｘ9

Ｚ1

Ｚ2

Ｚ3

Ｚ4

Ｚ5

Ｚ6

Ｘ10

庁 舎

駐 車 場

54
,0

0
0

20,500

駐車場

車庫

勇払信号所へ

Ｎ

附近案内図　S=1/1,200
苫小牧信号所へ

【施工場所】
苫小牧船舶通航信号所

(苫小牧海上保安署）

Ｘ4 Ｘ5 Ｘ6 Ｘ7 Ｘ8 Ｘ9 Ｘ10

Ｙ4

Ｙ3

Ｙ2

船
員
待
機
室（
２）

船
員
待
機
室（

１）

３Ｆ平面図　S=1/150

1,
73

0
3,
5
00

1
,7

55
7,
1
00

1,200 3,000 2,000 3,000 4,000 3,200

7,
5
00

6,
50

0

36,000

6,000 6,000 6,000 6,000 6,000 6,000

2,700 3,300 2,700 9,325 5,350 3,325 3,2753,300 2,700

2,000200 1,000 1,2002,000

3,000

1,000

2,
0
00

3,
5
00

2,
00

0

ホール

便 所 便 所

DS
DS

PS

廊 下

廊 下

苫小牧船舶通航信号所ほか１箇所機器改良改修工事 附近案内図　西側立面図　断面図　３Ｆ平面図　 ５

運 用 室

【施工場所】

待 機 室 司 令 室

取 調 室

事 務 室 署 長 室

共用書庫倉 庫公害測定室

９

【施工場所】



苫小牧船舶通航信号所ほか１箇所機器改良改修工事

設計縮尺図名 番号葉数工事名称
図示

原図：Ａ２
令和７年度

苫小牧（署）

機器配置図　展開図　AIS用ﾙｰﾀｰ配置図

各種モニター等配置図
６

800

司 令 室

Ｘ6

6,000

９

Ｘ5Ｘ4

6,000

5,100

待 機 室

待 機 室

運 用 室
備　　考

ｻﾝﾜｻﾌﾟﾗｲ L48F667

レーダー運用装置（監視ＰＣ） Z2 Tower G4

収納ラック（レーダー運用装置）

機 器 名 規 格番 号

モニター（レーダー運用卓） HP Z24n G2 

OIX-3(24ｲﾝﾁ ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ×2）

モニター（ＩＴＶ 苫小牧、勇払）

ディスク

OEW-14C

1800*800

無停電電源装置

直通電話（１指令）

THA-3000　⇒　THA2-3000

モニター（ＷＥＢカメラ用） 24ｲﾝﾁ ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ×2

ＩＴＶ操作器 OEW-14C

MR-8400　OEW-13E

メディアコンバーター（ＡＩＳ回線）

モニター（管制計画用） 24ｲﾝﾁ ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ×2

ﾉｰﾄPC×2管制計画端末

共有ディスク

袖机

ＯＡディスク

事務机（プリンター、行政端末）

信号板操作部・監視制御部(PC)・モニタ

信号運用装置用ＧＰＳアンテナ

ワゴン

RTX1300（OEW-13E)

AT-SH230-10GT（OEW-13E)

机（管制計画卓）

TSV-500GP（OEW-13E)

ルーター（信号運用卓用）

時計部（信号運用卓用）

ＨＵＢ（信号運用卓用）

⇒　OIX-9E(24ｲﾝﾁ ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ×2）

表示装置（ＷＥＢカメラ用ＰＣ） HP ProDesk 400 G7 MT

ＡＩＳ運用装置（ＰＣ） OIX-9E(100*308*384)

機 器 一 覧 表

電話用端子箱

光メタル成端箱

モニター（管制計画用） 50ｲﾝﾁ ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ

I-O DATA 8PORT(Webカメラ用）ＨＵＢ

AT-GS910/5

壁掛収納架（レーダー装置伝送部）
 

Ｌ２－ＳＷ

大井 DL-841WS-AM

壁掛収納架

大井 DL-841WS-AM

メディアコンバーター（苫小牧　WET-13D）

メディアコンバーター（勇払　WET-13D）

メディアコンバーター（苫小牧　Webカメラ）

メディアコンバーター（勇払　Webカメラ）

メディアコンバーター（苫小牧　IEO-10B）

メディアコンバーター（勇払　IEO-10B）

大井 DL-841WS-AM

片袖机

メディアコンバーター(レーダー)

大井 DL-841WS-AM

大井 DL-841WS-AM

大井 DL-841WS-AM

大井 DL-841WS-AM

ルーター

ルーター YAMAHA RT58i/ソフトバンク用

NVR500　⇒　AT-AR1050（210*210*44）

（400W*120D*500H 日東）

区 分

換装・支給

換装・支給

換装・支給

モニター（ＡＩＳ運用装置用）

換装・支給

換装・調達ＡＩＳ用ルーター収納盤

　⇒　S14-56(500W*140D*600H 日東）

NEC ME-100-R1-Ⅱ(Softbank） 

凡 例

直通電話 無線機

機器配置図　Ｓ＝1/50

各種モニター等配置図　S=NON

6,810

1,
80

0

Ｙ3Ｙ4

展開図　Ｓ＝1/50

AIS用ﾙｰﾀｰ配置図　S=1/10

1
,6

3
0

4組で設置する。

ホークアンカー（M10*70 SUS）

： 換 装

： 新 替

： 撤 去

※　指示なきは既設とする。

【新替・調達】

【新替・調達】

OEW-14C

ＡＩＳ運用装置（ＰＣ）

ＩＴＶ運用装置　伝送部２

OIX-3 撤 去

マグネットシート2枚で固定

(M(RoHS)_AT-AR1050用)

⑫
⑳

⑤

①-3

①③
③-4

③-3

③-1
③-2 ③-5

①-1
①-2

⑭

⑰

⑩

⑱

②

⑮

⑯

⑱-2
⑱-1

⑨

⑦

④-1
④-2
④-3

⑧

⑦-1

⑧-2
⑧-1

⑪

⑫

⑬

書棚

テーブル

ソファー

受
付

ｶ
ｳﾝ
ﾀ
ｰ

ｶｳﾝﾀｰ

冷蔵庫

ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞ

映像ｹｰﾌﾞﾙ（HDMI）5m*2

EM-UTP-CAT-6A

EM-UTP-CAT-6A
【新替・調達】

ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞ

（既設ダクト内）

風向風速変換器

⇒⑯

⑱
⑳

⑰⑮⑭

⑯

ｹ
ｰ
ﾌ
ﾞ
ﾙ
ｶ
ﾊ
ﾞ
ｰ

ｷｰﾎﾞｯｸｽ
EM-UTP-CAT-6A
【新替・調達】

（既設ダクト内）

時計

⑳

⑲

①

②

①-2

①-3

①-1

⑱

⑱-2

⑱-1

③-1

③

③-2

③-3

③-4

③-5

⑤-1

⑤-2

④-1

④-2

⑤

④-3

⑤-3

⑦-1

⑪⑫

⑯-2

⑰

⑰-1

⑰-2

⑯-1

⑥

⑦

⑧

⑧-1,2

⑨

⑩

⑬

⑭

⑮

⑯

⑰-3

⑰-4

⑰-5

⑰-6

⑰-7

⑱

⑱-2

⑱-1

※　設置高はＦＬ～盤芯+1,630㎜とする。

③-3

③-3

③ディスク

③-1

③-2 ③-2

モニタ
勇払ＩＴＶＴＶ 苫小牧ＩＴＶ

モニタ

③-4 ③-4

モニタ
勇払_WEBｶﾒﾗ 苫小牧_WEBｶﾒﾗ

モニタモニタ

レーダー装置

ＬＣＤモニタ
ＡＩＳ運用装置

ＡＩＳ運用装置

ＬＣＤモニタ

【換装・支給】

【換装・支給】

（レーダー運用装置）

①-3

①収納ラック

①-1①-2

※ＬＣＤモニターを既設スタンドアームで固定

床：アクセスフロア

⑲

（床下）



【新替・調達】

VHF空中線(SL-150)

GPS空中線(CCAH32ST14)
【換装・支給】

【換装・支給】

付属ｹｰﾌﾞﾙ

図名 番号葉数工事名称

－令和７年度 苫小牧船舶通航信号所ほか１箇所機器改良改修工事 ９

50AF50AF 50AF 50AF 50AF 50AF 50AF 50AF 50AF 50AF
MCB MCB MCB MCB MCB MCB MCB MCB MCB MCB

1φ2W 100V

MCB

75AT
100AF

20AT 20AT 20AT 20AT 20AT 20AT 20AT 20AT 20AT20AT

（

司
令
室）

エ
ア
コ
ン

Ａ
Ｉ
Ｓ

予
　
備

床
面
コ
ン
セ
ン
ト

Ｏ
Ｐ
 
主
電
源

運
用
室
Ｕ
Ｐ
Ｓ

Ｆ
Ａ
Ｘ
サー

バー

Ｖ
Ｈ
Ｆ
ダ
イ
レ
ク
ト

収
納
機
器

海
洋
情
報

電
灯

（

運
用
室
・
待
機
室）

（

司
令
室）

分電盤

ＬＣＤモニタ

ＬＣＤモニタ
ＰＣ

ｺﾝｾﾝﾄ(UPS)へ
ｺﾝｾﾝﾄ(UPS)へ

ｺﾝｾﾝﾄ(UPS)へ

CV5.5SQ*2C
入力(AC100V)

出力(AC100V)

出力(AC100V)

出力(AC100V)

出力(AC100V)

ルータ
AT-AR1050

ルータ
Softbank

Softbank

メディコン

(EM-UTP-CAT6-4P)

ＡＩＳ運用装置

EM-CE3.5sq*3C

EM-CE5.5sq*3C

EM-CE5.5sq*3C

EM-CE3.5sq*3C

各コンセント（３Ｐ）へ

(前面）

AIS陸上局装置

ＩＰ－ＶＰＮ網

凡 例

：換装機器等

：既設機器等

：新替ケーブル

※　指示なきは既設とする。

BWZ-12

機械分電盤（機械室）

（無停電電源装置)

バイパス回路(100V)

空き

50AF 30A

50AF 30A

IEO-10B

WET-13D

　　空き

　　空き

30AF 30A

レーダー装置

分電盤Ｌ

（非常系 AC100V）

30AF 30A

空き

（AC100V)

ヒーター

　　空き

分電盤Ｌ

30AF 15A

30AF 15A50AF 30A

30AF 15A

空き

空調設備

50AF 50A

50AF 50A

50AF 50A

50AF 50A

30AF 20A

30AF 20A

30AF 20A

150AF 100A

30AF 20A

50AF 50A

MCB3P

（AC100V)

無停電電源装置

AC100V 60A

手動電源切替器

(VE51)

CV-T38㎜2

150AF/100A

空き⇒　ＡＩＳ陸上局装置

ＡＩＳ陸上局装置　⇒　空き

誘導灯・自火警盤・消火警報盤へ

OUT AC100V

IN AC100V

YUMIC-SHD040A_4KVA 

無停電電源装置

200Vライン

※　①新設ＡＩＳ陸上局装置の電源は機器分電盤の空きブレーカーに接続する。

　　②既設ＡＩＳ陸上局装置、当該装置に接続されているVHF及びGPS空中線・ケーブル類はすべて撤去する。

【換装・支給】

ＵＰＳ
3KVA

【新替・調達】

【換装・支給】

【換装・支給】

【新替・調達】

【換装・支給】

【新替・調達】

配線系統図（苫小牧（船）・苫小牧信号所）

苫小牧信号所

７

LANｹｰﾌﾞﾙ(5m）*2

本体

【新替・調達】

【新替・調達】

避雷器(A-3000N)　*4

EM-IE5.5sq

映像ｹｰﾌﾞﾙ(HDMI)　5m*2

【支給】
【支給】

※アース線(EM-IE5.5sq)は

　既設アース線に接続する。

避雷器(A-1501) *2

同軸ｹｰﾌﾞﾙ(10D-FB) *2

【調達】
ｱｶｼｱ集成材

LANｹｰﾌﾞﾙ(EM-UTP-CAT6-4P)
【新替・調達】 メディコン

Softbank

ＩＰ－ＶＰＮ網

Softbank

ルータルータ

NVR500

塔屋内

　　②アース線(EM-IE5.5sq)はラック内の既設アース線に

　　　接続する。

　　　ﾎｰｸｱﾝｶｰ（M10*70)4組で固定し、その上に避雷器を設置する。

　　③接続方法は別途指示する。

18t*400*300

※　①塔屋内壁面下側 に木台（ｱｶｼｱ集成材 18t*400*300）を

苫小牧（船）

EM-CE5.5sq-2C

同軸ｹｰﾌﾞﾙ(10D-SFA-LITE)　*2



凡 例

：新替・新設

： 撤 去

※　指示なきは既設とする。

・小樽（船）試験調整

・AIS解析装置設置、陸上操作装置等の移設

・AIS情報管理装置改修

設計縮尺図名 番号葉数工事名称
図示

原図：Ａ２
令和７年度 苫小牧船舶通航信号所ほか１箇所機器改良改修工事 付近案内図　配置図　機器配置図　モニター等配置図

札幌方面

至る南小樽駅

小樽港北副防波堤

小樽島防波堤

至る小樽駅

厩町岸壁

平磯岬

小樽港南防波堤

色内埠頭

第三埠頭

第二埠頭

中央埠頭

小樽港北防波堤

勝納埠頭

ＪＲ函館本線

第一埠頭

至る余市 国道５号線

港　内

小樽地方合同庁舎

【施工場所】

小樽船舶通航信号所

（小樽地方合同庁舎）

Ｎ

付近案内図

3
4
,
2
0
0

駐車場

道　路

駐車場

65 ,3 16

Ｎ

配置図　S=1/600

７Ｆ機械室
【施行場所】

小樽地方合同庁舎

空調

設備

機器配置図　S=1/50

※　①　気象ﾃﾞｰﾀ処理装置及び陸上操作装置、AIS情報管理装置間のLANｹｰﾌﾞﾙは床下(ﾌﾘｰｱｸｾﾙ)配線とする。

工 事 概 要

備 考

鋼製ラック

機 器 名番号

②②

① ＡＩＳ情報管理装置 OIX-9E

　⇒　モニター用ディスク

570W*850D*1960H　約100㎏

規 格

機器一覧表（機器室）

②-1

区 分

改修

撤去

調達

AIS解析装置

９

換装・支給

小樽（船）

AIS解析装置(LCD1)

モニター等配置図　S=1/15

※

（ラック立下）

6
3
0

　　②　鋼製ﾗｯｸ内に収納されている気象ﾃﾞｰﾀ処理装置及び陸上操作装置は新設ﾓﾆﾀｰ用ﾃﾞｨｽｸに移設する。

：新替・改修

８

処理部1 処理部2

ﾃﾞｨｽｸ1
共有

②-1

共有
ﾃﾞｨｽｸ2

②-1

ＰＣ

陸上局操作装置(LCD)

気象ﾃﾞｰﾀ処理装置

(LCD)

ＰＣ

　　CR-LA15002BK：サンワサプライ）（調達）でAIS用ﾓﾆﾀｰﾃﾞｨｽｸに
　　設置する。

　①　AIS解析装置LCD及び陸上局操作装置LCDはアームスタンド

　　ﾊﾞﾝﾄﾞ等固定する。
　②　気象データ処理装置LCDは地震等で転倒ないように転倒防止用

　⇒　SD-ISN137LS（ｺｸﾖ)

　　　　　1300W*700D*720H

・処理部1及び2はPC収納ﾎﾞｯｸｽ

　SANWA）に収納する。

・SW、CPU切替器、KB、MOはﾃﾞｨｽｸ上
　に配置する。

②-2

②-3 陸上局操作装置

移設

移設

　に配置する。

・PC本体、KB及びMOはディスク上に

　SANWA）に収納し、KB及びMOは

AIS収納架 19インチラック

AG2521・回線終端装置

NVR500・ルーター(苫小牧向け）

RTX810

RTX810

・メディコン（SB_ｻｰﾊﾞｰ）

・ルーター(SB）

・ルーター(SB_Twinｱｸｾｽ）

・メディコン（苫小牧向け）

③

④ AIS用鋼製物品棚 1880W*865D*2100H

⑤ AIS用分電盤

既設

既設

既設

既設

既設

既設

既設

既設

既設

　ﾃﾞｨｽｸ上に配置する。

　1及び2はPC収納ﾎﾞｯｸｽ(EA-CPU6：
（CP-050GY：SANWA）に、共有ﾃﾞｨｽｸ

・PC本体はPC収納ﾎﾞｯｸｽ(EA-CPU6： 

作業机

気象ﾃﾞｰﾀ処理装置

②

②-1 ②-1
②-3

②-2

②-3

②-2

②-1

（正面）

物品庫

Ｒ（７）階　防災無線室（機械室）

6 ,4 0 0 4, 40 0

（床下配線）

【新設】
LANｹｰﾌﾞﾙ（EM-UTP CAT6-4P) *4

②

②-3
②-2
②-1

①

③

④

⑤

ケーブルラック

ケーブルラック W：400A

H=7FL+2,500㎜　

ケーブルラック 通信制御架分電盤2-2

６階通信整備室へ

ケーブル貫通口

光成端箱

垂直ﾗｯｸ

設備

空調



L2

設計縮尺図名 番号葉数工事名称

－

小樽（船）

（函館、知駒、紋別山、

時計部

ＬＡＮパネル（ＬＣＰ９）

ルータ メディコンAIS運用卓

OIX-9E AT-AR1050

モデム

上厚内、北国（二区））

スイッチ

スイッチ
L3

ルータ

LANコネクターパネル

Jｼｽ網

ＬＡＮケーブル(サーバー用光回線）光ケーブル

光ケーブル
(サーバー用光回線） ＷＡＮ

ＬＡＮケーブル

ＬＡＮ２ ＬＡＮ１

ＬＡＮ１

ＬＡＮパネル（ＬＣＰ７）

ＬＡＮパネル（ＬＣＰ１７）

（苫小牧運用系）

（ソフトバンク陸上系　１６局）

ＹＡＭＡＨＡ ＮＶＲ５００ＮＥＣ ＭＥ１００－ＲＩ－Ⅲ

回線ＩＤ【001380327】

ＮＥＣ ＭＥ１００－ＲＩ－Ⅲ ＹＡＭＡＨＡ ＲＴＸ８１０

回線ＩＤ【001380325】

ＬＡＮケーブル
ＬＡＮ２ ＬＡＮ１ＬＡＮ２

ＹＡＭＡＨＡ ＲＴＸ８１０
ＮＥＣ

Ａｇａｔｅｒ　ＡＧ２５２１

回線ＩＤ【Ｄ441180165】

ＬＡＮパネル（ＬＣＰ１８）

（Twinアクセス陸上系　１６局）

ＬＡＮパネル（ＬＣＰ５）

ＬＡＮパネル（ＬＣＰ１１）

ＬＡＮパネル（ＬＣＰ１９)

（ＪＳＹＳ　４局）

ＬＡＮパネル（ＬＣＰ２５）

（海しる）

ＬＡＮパネル（ＬＣＰ２１）

（本庁-ＪＳＹＳ）Ｌ３スイッチ

２３ ＬＡＮパネル（ＬＣＰ１３）

（赤岩向け）

ソフトバンク

IP-VPN網

（光バックアップ用）

ソフトバンク　光

ソフトバンク　光

（鴎島、茂津多岬、弁慶岬、苫小牧、

千望台、稚内、元地、宇登呂、納沙布岬

⇒　各AIS陸上局

襟裳岬、静内、チキウ岬、湯沸岬、釧路

羅臼、竜飛岬）

ソフトバンク

（サーバー用光回線バックアップ用）

苫小牧船通航信号通所用光回線

ソフトバンク

Ｔｗｉｎアクセス

ソフトバンク

サーバー用光回線

時報(NHK-FM)

陸上局操作装置①

ＨＵＢ－⑧

ＨＵＢ－⑤

ＨＵＢ－③ ＨＵＢ－④
運用卓１

陸上局操作装置①

カラーページプリンタ
ＨＵＢ－⑦

ＨＵＢ－⑥
運用卓２

空き

Ｌ２スイッチ

１８

１９

９７

４３

拡張ＬＡＮ ＬＡＮ

ＹＡＭＡＨＡ ＲＴＸ８１０

ＬＡＮパネル（ＬＣＰ３）

（気象データ）

ＨＵＢ

（EM-UTP-CAT6-4P）
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